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さ
る
十
月
七
日
、
平
和
公
園
入

り
口
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置

工
事
現
場
か
ら
、
被
爆
当
時
の
防

空
壕
跡
が
発
見
さ
れ
た
。 

報
道
に
よ
れ
ば
、
同
所
階
段
脇
の

石
垣
を
解
体
し
た
と
こ
ろ
、
二
箇

所
の
横
穴
の
入
り
口
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
の
穴
は
高
い
と
こ
ろ 

            

で
、
一
．
八
㍍
、
幅
は
最
大
約
一

㍍
、
奥
行
き
約
六
㍍
。
ま
た
、
隣

接
し
て
入
り
口
を
土
砂
で
塞
が

れ
た
も
う
一
つ
の
横
穴
が
あ
り
、

こ
れ
ら
三
つ
は
内
部
で
繫
が
っ

て
い
る
と
い
う
。 

十
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

原
子
爆
弾
被
災
資
料
協
議
会
は

｢

保
存
」
の
方
向
で
一
致
、
そ
の 

後
市
民
団
体
か
ら
も
保
存
の
要
望

が
相
次
い
だ
。
長
崎
市
内
に
は
戦
時

中
の
防
空
壕
跡
が
現
在
も
多
数
残

り
、
山
里
小
な
ど
で
は
一
定
の
保
存

処
理
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
被
爆

体
験
継
承
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
回
の

防
空
壕
は
そ
の
位
置
的
に
も
保

存
・
公
開
に
よ
り
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。
長
崎
市
は
先
ご
ろ
左
端

の
一
ヶ
所
の
み
埋
設
し
他
は
保
存

と
い
う
方
針
を
発
表
、
市
の
最
終
判

断
と
し
た
が
、
そ
の
後
も
全
面
保
存

を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 

一
九
四
四(

昭
和
十
九)

年
、
米
軍

の
本
土
空
襲
の
激
化
に
伴
い
、
内
務

省
は
防
空
施
設
の
整
備
強
化
を
目

指
し
「
掩
蓋
式
・
横
穴
式
防
空
壕
」

の
設
置
を
全
国
に
指
示
し
た
。
長
崎

市
は
起
伏
の
多
い
地
理
条
件
の
た

め
他
の
都
市
に
比
べ
防
空
壕
の
整

備
は
良
好
で
、
米
戦
略
爆
撃
調
査
団

報
告
書
に
は
「
定
員
超
過
に
す
れ
ば

人
口
の
五
〇
㌫
を
収
容
す
る
の
に

十
分
な
数
の
横
穴
式
防
空
壕
が

(

略)

あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

※
上
記
①
の
写
真
は
、
本
年
二
月
米

国
国
立
公
文
書
館
よ
り
私
が
新
た

に
発
見
し
た
一
枚
で
あ
る
。 

66 年前の防空壕が姿現す 
 

 

爆心地のすぐそば 
何を物語ってくれる？ 

②エスカレーター工事で発見された 

平和公園の防空壕入口（10 月 12 日）  ① 西方上空からみた岡町防空壕。多数の壕の入口が見える 

山 里 町 

松 山 町 

岡 町（東） 

岡 町 （ 西 ） 

橋 口 町 米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
が
空
撮
し
た
旧
浦
上
刑
務
支
所
一
帯 

①  

② 



- 2 - 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現
在
平
和
公
園
と
な
っ
て
い
る

「
刑
務
所
の
丘
」
に
は
、
被
爆
当

時
、
周
辺
の
町
内
会
に
よ
る
防
空

壕
が
多
数
掘
ら
れ
て
い
た
。
屋
外

の
生
存
者
は
皆
無
に
等
し
い
爆

心
地
か
ら
半
径
五
百
㍍
圏
内
に

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
壕
は
複
数
の

生
存
者
を
出
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
市
民
の
間

で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
を

機
に
、
被
爆
当
時
の
写
真
、
「
原

子
爆
弾
災
害
調
査
報
告
集
」
他
を

基
に
、
平
和
公
園
周
辺
の
防
空
壕

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
ま
と
め

て
み
た
。 

    

■ 

松
山
町
防
空
壕 

丘
の
南
端
、
松
山
町
交
差
点
か

ら
松
山
橋
に
か
け
て
の
人
家
背

後
の
崖
に
町
内
会
専
用
、
隣
組
単

位
の
壕
が
複
数
あ
っ
た
。
爆
心
地

か
ら
の
距
離
は
約
一
〇
〇
㍍
～ 

一
二
〇
㍍
。
こ
れ
ら
の
壕
は
林
重

男
さ
ん
や
米
戦
略
爆
撃
調
査
団

の
写
真
で
そ
の
大
半
が
確
認
で

き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
松
山
町

交
差
点
か
ら
刑
務
所
に
上
る
坂

道
の
土
手
に
計
五
ヶ
所
、
そ
の
右 

    

手
松
山
橋
ま
で
の
崖
に
沿
っ
て 

三
ヶ
所
以
上
の
入
り
口
が
確
認

で
き
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
壕

は
、
こ
の
う
ち
の
坂
道
の
土
手
付

け
根
部
分
に
掘
ら
れ
た
も
の
の

一
部
と
見
ら
れ
る
。 

そ
れ
に
隣
接
す
る
町
内
会
専
用

の
壕
は
、
岡
町
西
部
の
壕
と
貫
通

さ
せ
る
予
定
で
掘
削
中
で
あ
っ

た
。
こ
の
壕
に
い
た
黒
川
幸
子
さ

ん
（
当
時
九
歳
）
は
、
松
山
町
で

唯
一
の
生
存
者
と
な
っ
た
。
黒
川

さ
ん
の
証
言
に
よ
れ
ば
「
壕
の
奥

か
ら
助
け
て
く
れ
と
い
う
声
が

聞
こ
え
た
」
と
あ
り
、
ほ
か
に
も 

住
民
が
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
安
否
は
判
明
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
こ
の
松
山
町
と
次
の
山

里
町
防
空
壕
の
生
存
者
に
つ
い

て
は
「
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告

集
」
収
録
の
東
大
医
学
部
の
調
査 

    

か
ら
は
漏
れ
た
と
見
え
、
全
く
記

載
が
な
い
。 

    

■ 

山
里
町
防
空
壕 

北
部
・
西
部
町
内
会
専
用
の
壕

が
、
丘
の
南
東
部
、
松
山
橋
か
ら

現
在
の
少
年
鑑
別
所
裏
ま
で
の

下
の
川
沿
い
の
崖
に
掘
ら
れ
て

い
た
。
爆
心
地
か
ら
約
二
八
〇
㍍

～
三
〇
〇
㍍
。
米
軍
航
空
写
真
や

他
の
複
数
の
写
真
で
約
三
ヶ
所

の
入
り
口
が
確
認
で
き
る
。 

 

六
年
死
亡)

と
月
川
美
子
さ
ん

(

当
時
十
歳)

の
二
人
。
ミ
ツ
さ
ん

と
救
助
し
た
孫
の
吉
永
紃
治
さ

ん
（
当
時
十
六
歳
）
ら
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
被
爆
時
、
壕
内
に

は
他
に
老
女
五
人
、
幼
女
一
人

が
い
た
が
全
員
が
即
死
し
た
。 

  

の
う
ち
四
十
四
人
が
即
死
、
一

人
が
後
日
死
、
生
存
者
は
七
人

で
あ
る
。
消
息
が
判
明
し
て
い

る
生
存
者
の
う
ち
、
川
口
ヨ
セ

さ
ん
（
当
時
五
十
五
歳
）
は
一

九
七
五
年
八
十
五
歳
で
死
去
、

久
間
ヒ
サ
子
さ
ん
（
当
時
十
七

歳
）、
他
一
人
は
現
在
も
健
在
で

あ
る
。
ま
た
東
側
の
町
内
会
壕

は
、
現
在
の
「
被
爆
者
の
店
」

の
位
置
か
ら
南
東
方
面
に
向
け

て
掘
ら
れ
、
反
対
側
の
橋
口
町

の
壕
と
連
結
す
る
計
画
で
あ
っ

た
。
東
大
調
査
に
よ
る
と
こ
の

壕
で
も
二
人
が
生
存
、
ま
た
近

く
の
民
家
の
自
宅
壕
で
も
、
十

四
歳
の
少
女
の
生
存
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。 

（
松
田 

斉
） 

 

壕
内
で
数
人
が
助
か
る 

刑
務
所
の
丘
に
多
数
の
入
り
口 

ま
た
こ
れ
に
隣
接
す
る
一
段

高
い
敷
地
に
は
、
約
十
ヶ
所
の
橋

口
町
東
側
防
空
壕
が
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
北
部
町
内
会
の
一
ヶ
所

の
入
り
口
は
、
現
在
の
平
和
公
園

作
業
員
詰
め
所
裏
に
現
存
す
る
。

こ
の
壕
で
の
生
存
者
は
村
上
ミ

ツ
さ
ん(

当
時
六
五
歳
＝
一
九
五 

     

■ 

岡
町
防
空
壕 

現
在
の
平
和
公
園
駐
車
場
入

口
か
ら
松
山
町
交
差
点
に
か
け

て
の
人
家
背
後
の
崖
に
、
町
内
会

専
用
、
隣
組
単
位
の
壕
が
多
数
あ

っ
た
。
爆
心
地
か
ら
の
距
離
は
一

三
〇
㍍
～
二
〇
〇
㍍
。
米
軍
航
空

写
真
に
よ
れ
ば
、
十
五
ヶ
所
前
後

の
入
り
口
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
う
ち
最
も
北
に
位
置
す
る

町
内
会
の
壕
は
、
一
九
四
五
年
四

月
か
ら
松
山
町
の
壕
と
連
結
す

る
予
定
で
作
業
が
開
始
さ
れ
、
奥

行
き
約
五
〇
㍍
ま
で
掘
削
さ
れ

て
い
た
。
東
大
医
学
部
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
壕
内
に
い
た
五
十
二
人 

資
料
か
ら
平
和
公
園
周
辺
の
防
空
壕
を
見
る 

二
つ
の
壕
繋
ぐ 

作
業
が
進
行
中 

八
か
所
以
上
の 

入
り
口
を
確
認 

北
部
町
内
会
の 

壕
に
も
生
存
者 
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「
原
爆
被
災
展
―
１
９
４
５
・

８
・
９
長
崎
の
記
憶
」
写
真
展
は
、

「
長
崎
原
爆
の
日
」
を
前
に
し
た

八
月
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

八
日
間
、
熊
本
市
役
所
ロ
ビ
ー
で

開
か
れ
た
〓
写
真
〓
。
長
崎
市
か

ら
長
崎
原
爆
資
料
館
が
収
蔵
し

て
い
る
資
料
、
運
命
の
時
刻
「
十

一
時
二
分
」
で
止
ま
っ
た
ま
ま
の

柱
時
計
を
は
じ
め
高
熱
で
変
形

し
た
石
け
ん
、
爆
心
地
付
近
の
写

真
な
ど
約
八
十
点
を
展
示
し
た
。 

建
物
が
完
全
に
消
失
、
無
残
な

姿
が
広
が
る
原
子
野
の
パ
ネ
ル

写
真
の
前
で
は
、
多
く
の
人
が
足

を
と
め
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

近
頃
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
の
写
真
で
見
た
東
日
本
大
震

災
と
重
ね
合
わ
せ
た
か
の
よ
う

な
惨
状
に
は
、
か
な
り
の
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
よ
う
だ
。
ま

た
、
「
原
爆
」
と
「
原
発
」
の
ど

ち
ら
も
〝
放
射
能
〟
の
被
害
を

受
け
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

い
る
だ
け
に
、
福
島
原
発
の
事
故

に
関
連
し
た
質
問
が
多
か
っ
た
。 

一
方
、
長
崎
平
和
推
進
協
会
の

語
り
部
・
永
野
悦
子
さ
ん(

八
二)

が
最
終
日
の
十
五
日
、
熊
本
市
役

所
別
館
に
て
十
六
歳
で
被
爆
し

た
時
の
様
子
を
語
り
「
皆
さ
ん
た

ち
の
手
で
戦
争
の
な
い
平
和
な

国
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え

た
。 

 

熊
本
市
は
、
人
口
七
十
二
万
人

の
九
州
三
番
目
の
大
都
市
。
さ
き

の
戦
争
で
は
、
米
軍
機
に
よ
る
攻

撃
を
度
々
受
け
、
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
、
市
街
地
も
焼
け
る
な
ど

戦
争
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
平
成
七
年
七
月
「
戦
争

の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と

を
誓
う
」
と
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
に
は

千
六
百
人
の
被
爆
者
が
お
り
、
会

場
に
は
朝
早
く
か
ら
多
く
の
市

民
が
訪
れ
る
な
ど
関
心
の
強
さ

を
み
せ
て
い
た
。 

(
写
真
資
料
調
査
部
会
長
・
深
堀
好
敏) 

 

 

原
子
野
の
惨
状
写
真
に
見
入
る 

 

  
 

 

 
熊
本
で
も
長
崎
原
爆
展 

被
爆
者
の
訴
え
関
心
呼
ぶ 

こ
の
写
真
は
、
原
爆
落
下
後
初

め
て
立
て
ら
れ
た
中
心
地
の
標
柱

で
す
。
撮
影
し
た
人
は
林
重
男
さ

ん
。
原
爆
の
記
録
映
画
を
製
作
し

た
「
日
本
映
画
社
」
の
ス
チ
ー
ル

写
真
担
当
と
し
て
長
崎
、
広
島
で

数
多
く
の
写
真
を
担
当
し
た
人
で

す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
標
柱
は
、
い

つ
立
っ
た
か
ご
存
じ
で
す
か
。 

こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
研
究
書

や
写
真
集
で
は
、
立
て
ら
れ
た
時

期
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
写
真
資
料
調
査

部
会
で
は
、
当
時
、
東
京
か
ら
来

て
爆
心
地
の
確
定
作
業
を
行
っ

て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
理
化

学
研
究
所
の
故
木
村
一
冶
氏
が

残
し
た
自
筆
日
記
か
ら
、
「
昭
和

二
十
年
十
月
七
日
」
の
部
分
に
注

目
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
「
再
び

爆
心
地
に
行
き
、
現
地
に
つ
き
考

察
す
。
爆
央
は
結
局
、
松
山
町
一

七
○
番
地
通
路
傍
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
中
央
と
し
、
煙
突
の
か
け

ら
を
立
て
て
標
識
と
す
る
。・
・
・
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

写
真
資
料
調
査
部
会
で
は
、
日
記

に
書
か
れ
た
こ
の
日
を
最
初
に

爆
心
地
標
識
が
立
っ
た
も
の
と

し
て
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
統
一
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
初
の
写

真
に
は
「
爆
心 

C
e
n

tre

」
と
墨

書
さ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の

十
二
月
に
は
撤
去
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
理
由
な
ど
は
、
当
時
占
領
下

で
も
あ
り
不
明
で
す
。
現
在
の
中

心
碑
は
六
代
目
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
堀
田 

武
弘
）  

今月の一枚 

 

爆心地標柱 

立てたのは 

いつごろ？ 

日記から推定 
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ま
た
、
同
展
に
は
継
承
部
会
の
語

り
部
・
早
崎
猪
之
助
さ
ん
も
参

加
、
自
分
の
被
爆
体
験
を
熱
く
語

り
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
な
お
、

会
場
と
な
っ
た
図
書
館
の
「
戦

争
・
平
和
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
広
島

原
爆
関
連
の
図
書
だ
け
だ
っ
た 

の
土
崎
小
学
校
六
年
生
の
姿
も

あ
り
、
惨
状
を
伝
え
る
資
料
や

証
言
ビ
デ
オ
に
見
入
っ
て
い
た
。

中
に
は
涙
を
こ
ら
え
て
展
示
品

を
見
つ
め
る
生
徒
も
い
た
。
児

童
の
一
人
は
『
時
間
が
止
ま
っ
た

ま
ま
の
時
計
を
見
て
、
原
爆
の

怖
さ
を
感
じ
た
。
も
う
二
度
と

同
じ
こ
と
が
起
き
て
欲
し
く
な

い
』
と
話
し
て
い
た
。
」と
紙
面
で

取
り
上
げ
て
い
た
。 

ま
た
、
同
じ
東
北
の
福
島
で
原
発

の
事
故
が
あ
っ
た
後
だ
け
に
、
足

を
運
ぶ
人
が
多
か
っ
た
。 

夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

親
子
で
見
学
に
来
る
人
が
目
立

ち
、
放
射
線
の
問
題
に
つ
い
て
数 

■
秋
田
県
外
展 

 

秋
田
市
と
長
崎
市
、
長
崎
平
和

推
進
協
会
が
共
催
す
る
「
戦
争
・

原
爆
被
災
展
」
は
、
七
月
二
十
二

日
か
ら
一
週
間
、
秋
田
市
の
秋
田

市
立
土
崎
図
書
館
で
開
き
、
千
四

百
人
を
超
え
る
市
民
が
会
場
を

訪
れ
、
原
爆
に
よ
る
被
災
の
実
相

に
ふ
れ
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ

強
く
感
じ
て
い
た
。 

 

会
場
に
は
、
長
崎
か
ら
運
ん
だ

長
崎
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
“
運
命

の
時
刻
”
の
十
一
時
二
分
を
指
し

た
ま
ま
止
ま
っ
て
い
る
柱
時
計
、 

強
力
な
熱
線
を
浴
び
表
面
の
一

部
が
溶
け
て
い
る
瓦
、
そ
れ
に
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
約
九
十
点
を
展

示
し
た
。
市
立
土
崎
図
書
館
は
、

市
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た

所
に
あ
る
が
、
こ
の
場
所
を
会
場

に
選
ん
だ
の
に
は
、
大
き
な
理
由

が
あ
っ
た
。
こ
の
一
帯
は
戦
争

中
、
数
多
く
の
製
油
施
設
が
あ

り
、
米
空
軍
が
昭
和
二
十
年
八
月 

 

 

涙
浮
か
べ
て
…
小
学
生 

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
る 

長
崎
か
ら
被
爆
写
真
集
な
ど
を
贈
る 

十
四
日
の
夜
半
か
ら
翌
十
五
日

に
か
け
、
四
時
間
あ
ま
り
に
わ
た

っ
て
激
し
い
爆
撃
を
行
っ
た
所
。

こ
の
た
め
、
こ
の
空
襲
で
製
油
所

だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
社
宅
や
民

家
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
二
百

五
十
人
以
上
の
死
者
を
出
す
と

い
う
惨
事
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

実
は
こ
の
空
襲
は
秋
田
市
が
受

け
た
、
最
初
で
最
後
の
も
の
。 

わ
が
国
最
後
の
空
爆
地
で
長
崎
原
爆
展 

人
か
ら
質
問
を
受
け
た
。
中
に
は

「
長
崎
原
爆
資
料
館
の
展
示
品

は
、
放
射
能
の
心
配
は
な
い
で
す

か
」
「
市
内
に
あ
っ
た
捕
虜
収
容

所
の
外
国
人
は
ど
う
な
っ
た
の

で
す
か
」
な
ど
、
具
体
的
な
質
問

も
あ
っ
た
。
共
催
者
と
し
て
同
地

を
訪
れ
、
資
料
や
写
真
な
ど
の
説

明
を
し
た
が
、
会
場
に
は
小
学
生

が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
き
て
、
六

十
六
年
前
の
惨
状
の
写
真
を
見

な
が
ら
戦
争
の
悲
劇
な
ど
、
真
剣

に
話
し
合
う
姿
が
あ
り
、
「
こ
の

子
供
た
ち
に
い
つ
ま
で
も
戦
争

の
な
い
平
和
な
時
代
が
続
い
て

欲
し
い
」
こ
と
を
願
い
な
が
ら
長

崎
に
戻
っ
た
。 

 

 

 

ま
た
、
日
本
全
土
と
し
て
も
第
二

次
世
界
大
戦
最
後
の
空
爆
と
な

っ
て
い
る
。
ま
さ
に
終
戦
前
夜
か

ら
当
日
に
か
け
て
の
夜
襲
を
受

け
た
最
後
の
場
所
だ
け
に
市
民

の
平
和
問
題
に
関
心
は
非
常
に

強
い
。 

 

会
場
は
初
日
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
、
地
元
紙
「
秋
田
魁
新
報
」

で
は
、
「夏
休
み
の
総
合
学
習
の

一
環
で
、
見
学
に
訪
れ
た
地
元 

 

そ
こ
で
後
日
、
長
崎
の
「
原
爆
被

爆
記
録
写
真
集
」
な
ど
数
冊
の
本

を
寄
贈
、
同
市
か
ら
丁
寧
な
お
礼

状
を
頂
い
た
。 

 
 

（
堀
田 

武
弘
） 

 

原爆展が開催された秋田市 

会場には母親に連れられた学生もみられた  


